
農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

実証と主張

最近，経済学に面白みを感じるようになった。カールビブンの『誰がケインズを殺した

か』といった推理小説のような題名の本や，漫画のせりふのような口語体の翻訳で話題と

なったポール・クルーグマンの本を読んだ。これらに共通して記されているのは，身近な

経済現象で誰もが疑問に思うようなことでも，現在の経済学では未だに解明されていない

ことが多い，ということである。

一方で，マスコミでは，毎日，経済の動きが専門家のコメント付きで報じられている。

そこでは，専門家である経済学者がすべてを見通しているかのように解説している。簡単

そうにみえることでも未だ解明されていないという話と，専門家の解説のもっともらしさ

とのギャップに驚き，もう少し初歩から勉強してみようと思い立ち，教科書を読み始めた。

選んだ教科書は『マンキュー経済学○Ⅱマクロ編』である。その第２章は「経済学者らし
く考える」と題されている。そこでは，経済学者の役割として，科学者，政策立案者の２

つがあるとしている。

この２つは方法論が異なっている。前者の方法は「観察，理論，そしてまた観察」とい

う実証的分析であり，観察結果の整理や理論化に際して役に立つ道具が「仮定」と「モデ

ル」であるという。仮定とは観察する事実から不要なものを切り捨てるために必要なもの

であり，モデルはそれを体系化したものである。一方後者の方法は規範的分析であり，

「どうあるべきか」についての主張であるだけに価値観が加わる。

経済学者は，実証的分析に基づく主張と，規範的分析に基づくそれの２つを行う。この

２つの主張の根本的な違いは，「その正しさをどのようにして判定できるかにある」。「ど

のように」とは，データで判定できるか，それともそれだけはできないか，という違いで

ある。

ところで，一般に，経済学者の言葉を理解することは難しい。笑い話に，経済学者に質

問をすると，経済学者の数だけ答えが出てくる，というのがある。なぜ経済学者の意見は

一致しないのであろうか。マンキューは，その答えを３つに整理している。ひとつは実証

的諸理論の妥当性についての意見の相違，もうひとつは規範的な考え方つまり価値観が違

っている可能性，そして３つめが「エセ経済学者たちが撹乱している可能性」である。

以上の考え方は調査にも，そのまま当てはまる。それは，当社の行っている調査が経済

調査に属するからであるが，そうであるとすると，調査結果を主張に組み立てる際の留意

点が見えてくる。

最低限のそれは，データに即して主張を組み立てる実証性が必要とされることである。

その上で「べき論」と呼ばれる規範的主張をするためには，その前提となる価値観を極力

明らかにする必要がある。これらに忠実でさえあれば，エセという批判を受けることは，

まずないと思われる。

実証できる範囲での主張の整理，これが読み手の納得をえられる調査・論文と考えるが，

いかがであろうか。

（（株）農林中金総合研究所専務取締役　田中久義・たなかひさよし）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

『調査と情報』などの調査研究論文や，『農林

漁業金融統計』から最新の統計データがこの

ホームページからご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2006年11月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】

・新しい経営安定対策と日本の麦類生産

――米麦二毛作地帯の対応状況と今後の見通し――

・農業法人と農協の関係変化

――稲作専業型法人の２つの事例から考える――

・森林組合改革と体制強化の課題

【協同組合】

・米価低迷下で地域が一体となった農業振興を

目指すＪＡ北いぶき

・地域の社会・経済環境と農協の収支・財務構造

【組合金融】

・2005年度の農協金融の回顧

【国内経済金融】

・団塊世代の属性に基づく退職金推計

・東京スター銀行のＣＳＲ戦略

――顧客満足の向上を中心に――

・銀行代理店制度の最近の動向

【海外経済金融】

・原油価格の高騰と代替エネルギー

――エタノール需要拡大を背景にトウモロコシが高騰――

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。
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